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21世紀は､ 新しい知識や情報､ 技術が､ 政治や経済､ 文化といったあらゆる領域での活動の

基盤として重要性を増す､ いわゆる ｢知識基盤社会｣ の時代であると言われている｡ このよう

な知識基盤社会化やグローバル化は､ アイディアなど知識そのものや人材をめぐる国際競争を

加速させる一方で､ 異なる文化や文明との共存や国際協力の必要性を増大させている｡ このよ

うな状況において､ 確かな学力､ 豊かな心､ 健やかな体の調和を重視する ｢生きる力｣ を育む

ことが重要になっている｡

学習指導要領実施の下､ ｢生きる力｣ をはぐくむために各学校では一人一人の児童生徒に

｢確かな学力｣ を身に付けさせることが求められている｡ 確かな学力とは､ 自分で課題を見つ

け､ 自ら学び､ 主体的に判断し､ 行動し､ よりよく問題を解決する資質や能力である｡ (文部

科学省 ｢確かな学力を育む授業の創意工夫例｣ より) 全国的・国際的な学力調査では､ 今の日

本の子どもたちは､ 学ぶ意欲や判断力､ 表現力に課題があることが指摘されている｡

また､ 算数科の改善の基本方針の中には､ 基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け､

数学的な思考力・判断力を育て､ 学ぶ意欲を高めることが示されており､ 確かな学力の定着が

求められていることがうかがえる｡

しかし､ 児童の学習状況を見ると､ 学年が上がるにつれて､ 学力差が大きくなっているよう

に感じられる｡ その原因として児童一人一人の基礎・基本がきちんと身につかないままに授業

が進んだり､ 実態に合わない授業方法が行われていることが考えられる｡

以上のような背景から､ ｢確かな学力｣ を育む上で､ 教師が児童の実態をしっかりと把握し､

｢わかる授業｣ を行うことが大切であると考える｡ そして､ ｢確かな学力｣ の定着を図るために､

学習指導過程をどのように工夫していけばよいか研究を進めることにした｡
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確かな学力を身に付けさせるために一単位時間のねらいに応じて､ 授業の工夫・改善をして

いく必要がある｡ その中で､ ｢確かな学力｣ の育成には､ まず､ 基礎的・基本的な知識・技能

を確実に定着させる必要がある｡ その理解・定着を基礎として､ 実際に考え､ 表現し､ 活用す

る力も育成していかなければならない｡

しかし､ 日々の授業の中では､ 学年が上が

るにつれて児童一人一人の学習の定着に個人

差が出てきてしまい､ 集団での思考がうまく

展開しなかったり､ 基礎的な知識や技能の定

着がうまく図られていないのが現実である｡

また､ 本校の低学年と高学年において算数

の授業の中でどんな時間が楽しいかという意

識調査を行ったところ右のグラフのような結

果になった｡ 学年の発達段階はあるが､ 両学

年とも高い数値になっているのが ｢問題がわ

かったとき｣ であった｡ 算数に対する意識を上げるためには､ 授業の理解度を上げる必要があ

ることがわかる｡ そこで､ 単元のねらいに応じて､ ｢考える｣ 能力や ｢表現する｣ 能力を育成

するために ｢問題解決的な授業｣ を行ったり､ 基礎的な知識・技能の定着を図るために ｢教え

て考えさせる授業｣ を行ったりするねらいに応じた指導過程を設定する必要があると考えた｡
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学習指導要領の下､ ｢生きる力｣ を育むために一人一人の児童に ｢確かな学力｣ を身に付け

させることが求められている｡ その ｢生きる力｣ の構成要素として､ 児童生徒の主体的な学び

の力､ いわゆる ｢問題解決能力｣ が重要視されている｡ 授業の中で､ 児童が自らの活動を通し

て身に付けるべきものは､ 教師が教えるのではなく､ 児童の主体的な活動にゆだねられること

が大切である｡ 各段階の流れや手立ては以下の通りである｡

○ 各段階の指導の手立て

外山弥枝・宇田廣文���
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算数科における確かな学力の定着に向けた指導法の確立
～１単位時間のねらいに応じた学習指導過程の工夫を通して～
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実際の教室の中には学力の高い子や学力の低い子など様々な実態の子どもたちがいることにな

る｡ 先取り学習をしている子にとっては､ 学習事項を自力発見させれば､ 足踏みさせることにな

り､ 既習事項を理解していない子にとっては考えあぐねてしまわせることになる｡ 教師が教える

べき内容は､ 児童にゆだねることなく､ 教師が教えていくことが大切である｡ ｢教えて考えさせ

る授業｣ は､ 学力の低い子にとってはその課題を考えるのに必要なレディネスを ｢教えてつくっ

ておく｣ ことができ､ 学力の高い子にとっては理解深化問題で考えががいのある課題を使うこと

によって思考力の育成も図ることができる｡ 各段階の流れや手立ては以下の通りである｡

○ 各段階の指導の手立て
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理論に基づいた授業の実践を試みることにした｡ 第1回目は低学年における ｢数と計算｣ 領

域から､ 第２回目は高学年における ｢数量関係｣ 領域から単元を選び､ ２学級を使って､ 同じ

単元の指導過程を一学級は ｢教えて考えさせる授業｣ をもう一学級は ｢問題解決的な授業｣ を

比較研究することにした｡ 仮説は以下の通りである｡

���

教えて考えさせる授業 問題解決的な授業

二

年

(２の１) 【繰り上がりのある筆算】 (２の３)
○ 授業の前半段階で筆算の仕方の確認をし
学習を進めていけば､ 児童は基礎的な学習
内容を身に付けるとともに､ 学んだことを
活用して ｢理解深化｣ 問題に取り組み主体
的に学習することができるであろう｡
○ 学習した内容を説明する活動を取り入れ
たり､ 振り返りカードを使って､ 学習の理
解状態を確かめる時間を設けたりしていけ
ば､ 児童は筆算の仕方の理解を確実なもの
にすることができるであろう｡

○ 既習の計算方法を振り返ったり､ 計算棒
を使う操作活動を取り入れたりすれば児童
は自力で計算方法を考え､ 主体的に学習す
ることができるであろう｡
○ 自分の考えを発表し合う話し合い活動や
友だちと筆算の仕方を説明し合う時間を設
ければ､ 児童は計算方法についてより深く
考え､ 理解することができるであろう｡
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外山弥枝・宇田廣文���

五

年

(５の１) 【変わり方のきまり】 (５の３)
○ 授業の前半段階で変わり方のきまりを見
つけていく方法を知り学習を進めていけば
児童は基礎的な学習内容を身に付けるとと
もに､ 学んだことを活用して ｢理解深化｣
問題に取り組み主体的に学習することがで
きるであろう｡
○ 学習した内容を説明する活動を取り入れ
たり､ 振り返りカードを使って､ 学習の理
解状態を確かめる時間を設けたりしていけ
ば､ 児童は学習内容の理解を確実なものに
することができるであろう｡

○ ｢見通す｣ 段階で数量の変わり方のきま
りを見つけていく思考の手順を示したりひ
ご (計算棒) を使う操作活動を取り入れた
りすれば児童は自力で変化の様子を表に整
理してきまりを考え主体的に学習すること
ができるであろう｡
○ 自分の考えを発表し合う話しあい活動や
友だちと表のきまりを説明し合う時間を設
ければ､ 児童は数量間のきまりや調べ方に
ついてより深く考え､ 理解することができ
るであろう｡

段
階

学習内容及び学習活動
(中心場面は数字に○)

主な発問・指示(�)
児童の反応(�)
(中心発問は太字)

｢努力を要する｣ ｢十分満足
の児童への指導｣ (○)
指導上の留意点 (・)
評価【 】方法 ( )

資料準備

見
通
す
３
分

５ 解決の見通しをもつ｡ � どんなふうに考えてい
けばいいかな｡

� 昨日みたいに計算棒と
位取り板を使えばいい｡

� 計算棒を使って､ 計算
の仕方を考えよう｡ 友だ
ちに説明できるようにワー
クシートに計算の仕方を
書いてみよう｡

・ 計算棒や位取り板を使っ
て考えればよいという確認
をし､ 考えた筆算の仕方の
こつをワークシートに書く
ように事前に見通しをもた
せておく｡

考
え
る
・
話
し
合
う

16
分

・

練
習
す
る

12
分

６ 筆算の計算の仕方を考
える｡
○ 自力解決する｡

� 計算棒を34＋28の筆算
の形で位取り板に並べて
みよう｡

� 位をそろえて並べない
といけないな｡

� 早くできた人は､ 今度
は違う筆算も自分のやり
方でできるか挑戦してみ
よう｡

自力解決に戸惑っている
児童へのヒントカード

� 同じようにできるかな｡

・ 位取り板を使って､ 計算
棒を操作して数と対応させ
ながら考えさせる｡
○ 戸惑っている児童には手
順を書いた番号順に計算棒
を操作できるようなヒント
カードを準備し､ 自立解決
できるようにする｡

○ 早く終わった児童には筆
算の仕方をワークシートに
まとめさせ､ 隣の友だちに
説明させたり､ 別の計算の
問題でも同じように計算の
仕方を説明することができ
るか挑戦させる｡

計算棒
位取り板

ヒント
カード

������



考
え
る
・
話
し
合
う

16
分

・

練
習
す
る

12
分

７ 全体で話し合う｡
(８分)

８ 友だち同士筆算の仕方
を説明し合いっこしてみ
よう｡ (５分)

９ 筆算の練習をする｡
(７分)

� 友だちが考えた筆算の
仕方を聞いてみよう｡

� 一の位に10の束ができ
るからそれを十の位に繰
り上げます｡

� 筆算の仕方を全員で唱
えてみよう｡

� ４たす８は12
十の位に１繰り上げる｡
繰り上げた１と３と２
で６ 答え62

� 友だち同士で筆算の計
算の仕方を確認し合おう｡

� 一の位からたせばいい
な｡

・ 友だちの筆算の仕方を聞
き､ 全員で筆算の仕方をま
とめる｡
・ 十の位から計算する仕方
も経験させ､ 一の位から計
算することのよさに気づか
せるようにする｡
・ 唱え方は､ 児童の言葉を
もとに板書しまとめ､ 繰り
上がりの１を十の位の数の
上にかかせるように確認す
る｡

○ つまずきの見られる児童
には計算棒を使って考えさ
せる｡
○ 早く終わった児童にはチャ
レンジ問題を準備し挑戦さ
せ､ その時間を使って､ 練
習問題に戸惑っている児童
の個別指導に あたるよう
にし､ 一人一人が自分に合っ
たペース

練習問題が終わった後の
チャレンジ問題

チャレン
ジ問題

算数科における確かな学力の定着に向けた指導法の確立
～１単位時間のねらいに応じた学習指導過程の工夫を通して～
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 (２年生より)

���

���������	


������

段
階

学習内容及び学習活動
(中心場面は数字に○)

主な発問・指示(�)
児童の反応(�)
(中心発問は太字)

｢努力を要する｣ ｢十分満足
の児童への指導｣ (○)
指導上の留意点 (・)
評価【 】方法 ( )

資料準備

学
ぶ

10
分

５ 今日の学習内容を理解
する｡

� はじめに一の位どうし
をたします｡ たしたらど
うなるかな｡

� ４＋８＝12です｡
� 十の束が一つできるか
ら十の位に１繰り上げま
す｡ 繰り上げた１は小さ
く十の位の上に書きます｡
その１と３＋２でどうな
るかな｡

� ６になります｡

・ 児童と対話を通して筆算
の仕方を説明する｡ その時､
計算棒の操作と筆 算の仕
方を対応させながら説明す
るようにする｡
○ 繰り上がった数を忘れな
いように繰り上がった１を
十の位の上に書かせるよう
にする｡

計算棒模
型

位取り板
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学
ぶ

10
分

ペアで説明し合いっこ

� 筆算の仕方を全員で唱
えてみよう｡

� ４たす８は12
十の位に１繰り上げる｡
繰り上げた１と３と２
で６ 答え62

・ 十の位から計算する仕方
もやってみせ､ 一の位から
計算することのよさに気づ
かせるようにする｡
・ 手順を示す番号順に声に
出して唱えさせ､ 計算の仕
方を確認する｡

位取り板

確
か
め
る
・
話
し
合
う

21
分

６ 筆算の計算の仕方を確
かめる｡
○ ペアで説明し合う｡

７ 筆算の仕方の間違いを
さがし､ 話し合う｡
(１) 自力解決する｡

(５分)

(２) ペアで話し合う｡
(６分)

(３) 全体で確認する｡
(５分)

� 計算棒を34＋28の筆算
の形で位取り板に並べて
みよう｡

� どこがおかしいかな｡
正しく計算してみよう｡

� 繰り上がった１を違う
ところに書いているな｡

� 友だち同士で筆算の計
算の間違いがどこかを確
認し合おう｡

� 位をそろえて書いてい
ないよ｡

・ 一の位に十の束ができる
という操作をさせ､ 繰り上
がりの意味を理解させるよ
うにする｡
・ 繰り上がりがある筆算の
仕方を確かめるために友だ
ち同士で説明し合ったり､
教え合ったりさせる｡

間違い探し問題
(☆57＋13)

・ 筆算の理解を深めるため
に間違った筆算の仕方の例
が載った課題プリントを準
備し､ どこが間違っている
か見つけさせ､ 正しく計算
し直させる｡

○ 早く終わった児童には説
明の練習をさせる｡
○ つまずきの見られる児童
には計算棒を使って考えさ
せる｡

位取り板
計算棒

課題プリ
ント

ま
と
め
る

７
分

10 今日の学習まとめをし
振り返りカードを書く｡

�１� まとめ
�２� 自己評価
�３� 発表・称賛

○ 自分が分かったこと､ 分
からなかったことを算数日
記に詳しく書くよう助言す
る｡

振り返りカード

振り返り
カード



算数科における確かな学力の定着に向けた指導法の確立
～１単位時間のねらいに応じた学習指導過程の工夫を通して～
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○ ｢教えて考えさせる学習｣ では発展問題を筆算の間違い探し問題や表の虫食い問題で

実施した｡ 他の領域ではどのような発展問題が考えられるか整理する必要がある｡

○ 学習内容に応じて必要となる既習事項は､ レディネステストを行い､ 学習に入る前に理

解させておく必要がある｡

○ ｢問題解決的な学習｣ では児童に考えさせる時間は

十分に確保し､ 見通す段階での学習方法の確認の仕方

やワークシートの使い方など学習の方向性を示す必要

がある｡

○ 自分の考えを発表する (表現する) ことに慣れてい

ない児童が多いことが考えられたので､ ワークシート

に考え方の道筋を穴埋め式に作成し､ それを元に発表

させたため､ 戸惑う児童は少なかった｡ 徐々に自分の

言葉で表現できるようにしていく必要もある｡

○ 問題解決的な学習と教えて考えさせる学習における

｢めあて｣ と ｢まとめ｣ の仕方を整理する必要がある｡

○ １単位時間の学習の流れを教師が見通しておき､ 時

間 配分の計画を立てておく｡ 特に､ 問題解決的な学

習では､ 練り合う時間 (話し合う時間) に時間をとら

れてしまうので､ 簡潔にできる部分を明確にし､ 授業

を進めていく必要がある｡

○ 話し合う時間では､ よりよい考え方を導き出してい

くために､ 発表する側と聞く側の観点をそろえておく

必要がある｡

○ 今回は学級別で ｢問題解決的な学習｣ と ｢教えて考

えさせる学習｣ を行ったが､ ｢教えて考えさせる学習｣

の方が定着がよいという感想があったので､ 習熟度別

で行う計画も立てていきたい｡

○ どの授業領域で ｢問題解決的な学習｣ や ｢教えて考

えさせる学習｣ が最適か教師が簡潔に教えるところと

児童の主体的な思考や活動で理解せせるところと明確

に分け､ 整理しておく必要がある｡
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以上の検証授業を終えて､ ｢問題解決的な授業｣ と ｢教えて考えさせる授業｣ とも大きな定

着の差は出なかったが､ 児童の様子から次のようなことが考えられる｡
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必ずしも上記のような学習内容がその学習指導過程でなければならないわけではない｡ 教師

が児童の実態・発達段階を考えるとともに､ 単元内における教えることが中心となる ｢習得｣

の授業と問題解決的な学習を通して考えさせることが中心の ｢活用｣ の授業のバランスや重な

りを考え､ 学習指導過程を柔軟に設定する必要がある｡ そして､ 単元全体で ｢教えるべきこと｣

と ｢考えさせるべきこと｣ を明確に整理して構想することが大切である｡

【問題解決的な授業】

【教えて考えさせる授業】

外山弥枝・宇田廣文���

○ ｢問題解決的な授業｣ に向いている学習内容

・ ｢考える｣ 段階において既習事項を使って自力解決できる学習内容

・ ｢考える｣ 段階において操作活動 (算数的活動) から自力解決できる学習内容

・ ｢話し合う｣ 段階において多様な考えからよりよい考えを導き出せる学習内容

・ ｢話し合う｣ 段階において解き方の説明 (集団で思考・検討する場面) ができる学

習内容

○ ｢教えて考えさせる授業｣ に向いている学習内容

・ 計算のしくみなど基礎的・基本的な学習内容

・ 発展問題の間違い問題などその学習のポイントを押さえられるもの

基礎基本事項 (既習事項) を活用→探求 (思考・表現) 基礎基本事項の探求→習得

基礎基本事項の習得 基礎基本事項の活用

見通す

(解決への計画

を立てる)
使
え
そ
う
だ

考える

(自分なりに筋

道を立てて考え

る)

見
つ
け
た

話し合う

(個人や集団で

解決方法や結果

の検討をする)

わ
か
っ
た

まとめ・練習

(新たな知識・

技能・考え方の

として整理し定

着を図る)

で
き
た

学ぶ

(教える) わ
か
っ
た

確かめる

(練習させ理解

を確かめる)
で
き
た

深める

(活用・発展問

題に取り組ませ

考えさせる)

使
え
た

話し合う

(定着度を確か

める)
役
に
立
っ
た



算数科における確かな学力の定着に向けた指導法の確立
～１単位時間のねらいに応じた学習指導過程の工夫を通して～
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｢確かな学力｣ を育むため､ 本研究では､ 児童の実態や単元の内容に合わせた学習指導過程

の工夫を行ってきた｡ 授業実践を行った結果､ 今後の課題として､ 以下のような点があげられ

る｡

○ 本研究の内容をより実践的なものとするためにも､ 他の学年､ 学習形態､ 領域ではどの

指導過程がよいか研究を進める必要がある｡

○ 教えて考えさせる授業における指導過程については､ 研究がまだ不十分であるので､ 適

切な理解の確認方法・理解を深化させるための理解深化問題について研究を深めていく必

要がある｡

○ 教えて考えさせる授業において､ 基礎的事項や活用発展問題を定着させるために必要な

教師が教える知識や技能などを明確にする必要がある｡

○ 単元内における教えることが中心となる ｢習得｣ の授業と問題解決的な学習を通して考

えさせることが中心の ｢活用｣ の授業のバランスや重なりを､ 単元全体で ｢教えるべきこ

と｣ と ｢考えさせるべきこと｣ を明確に整理して構想することが大切である｡

今後も､ さらに実践の幅や種類を向上させ､ 児童が ｢確かな学力｣ を身に付けるための ｢わ

かる授業｣ とはどのような授業なのか教材研究を積み重ねていきたい｡
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｢教えて考えさせる授業｣ を創る～基礎基本の定着・深化・活用を促す ｢習得型｣ 授業設計～ 市川伸

一著 図書文化 2008

学ぶ意欲とスキルを育てる～いま求められる学力向上策～ 市川伸一著 小学館 2004

数理を創り出す算数の授業 猪熊猛之監修 群馬県算数教育研究会著 明治図書 1989

これからの時代に求められる力とは文部科学省ホームページ
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平成20年度全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果宮崎県教育研修センターホームページ (�����������������������	����)

平成20年度全国学力・学習状況調査解説資料 小学校算数 国立教育政策研究所

21世紀のための新しい算数教育の方法～魔法の算数教育を考える 細呂木見良著 東洋館出版社 1992

教育方法33 確かな学力と指導法の探求 日本教育方法学会編著 図書文化社 2004

算数の授業における ｢まとめ｣ のあり方～自ら学び､ 自ら考える力の育成をめざして 新算数教育研究

会編 (片桐重男) 東洋館出版 1998

小学校学習指導要領解説 (算数編) 文部科学省 2008

小学校学習指導要領の解説と展開 (総則編) ～授業改善のポイント・展開例～ 安彦忠彦監修 無藤隆・

寺崎千秋編著 教育出版

小学校学習指導要領の解説と展開 (算数編) ～授業改善のポイント・展開例～ 安彦忠彦監修 金本良

通編著 教育出版

数学科 ｢問題解決の授業｣ 相馬一彦著 明治図書 1997

算数教育の研究と実践 九州算数教育研究会 編集代表 宇田廣文 日本教育研究センター 2009

新学習指導要領ガイドブック～ ｢生きる力｣ をはぐくむ教育課程の創造を目指して～
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